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1. 要約
この資料はR8C/LA8AグループのタイマRJのパルス出力モードの設定方法、及び応用例について説明し

ています。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコン、条件での利用に適用されます。

•マイコン ：R8C/LA8Aグループ

• XINクロック周波数 ： 20MHz

本アプリケーションノートは、上記グループと同様の SFR(周辺機能制御レジスタ )を持つR8Cファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュア

ルで確認してください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は

十分な評価を行ってください。
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3. 応用例の説明

3.1 プログラム概要

タイマRJのパルス出力モードを使用して、1msごとに反転する波形をTRJ0IO端子から出力します。ま

た、TRJ0IO出力の反転出力をTRJ0O端子から出力します。

＜設定条件＞

•タイマRJ0を使用します。

•パルス出力モードを使用します。

•タイマRJ0のカウントソースに f1(20MHz)を選択します。

• “H”からTRJ0IO出力を開始します。

• TRJ0IO出力を使用します。

• TRJ0O出力を許可します。

• TRJ0IO端子はP6_2に割り当てます。

•タイマRJ0割り込みは使用しません。

＜設定時間の計算式＞

1ms = 1/f1×(TRJ0＋1)
= 1/20MHz×(19999＋1)
= 50ns×20000

図 3.1にブロック図を、図 3.2にタイミング図を、表 3.1に使用端子と機能を示します。

図 3.1 ブロック図

図 3.2 タイミング図
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3.2 使用メモリ

使用メモリサイズは C コンパイラのバージョンやコンパイルオプションによって異なります。上記は

次の条件の場合です。

Cコンパイラ：M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01
コンパイルオプション：-c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 機能

P6_2/TRJ0IO 出力 パルス出力

P7_2/TRJ0O 出力 TRJ0IO出力の反転出力

表 3.2 使用メモリ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 140バイト r01an0107_src.cモジュール内

RAM 0バイト r01an0107_src.cモジュール内

大使用ユーザスタック 10バイト

大使用割り込みスタック 0バイト
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4. ソフトウェア説明
応用例を実現するためのプログラム例を説明します。各レジスタの詳細は「R8C/LA8Aグループ ユーザー

ズマニュアル ハードウェア編」を参照してください。

レジスタ図において、×は応用例では使用しないビット、空白は変更しないビット、－は予約ビットまた

は、何も配置されていないビットです。

4.1 関数表

宣言 void main (void)
概要 メイン関数

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロックとタイマRJ0の初期設定を行います。

宣言 void mcu_init (void)
概要 システムクロック設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロック (XINクロック )の設定を行います。

宣言 void timer_rj0_init (void)
概要 タイマRJ0初期設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマRJ0をパルス出力モードで使用するためのSFR初期設定を行います。
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4.2 メイン関数

•フローチャート

main()

asm(“FCLR I”) 割り込み禁止

システムクロック設定処理(XINクロック）
システムクロック設定処理

mcu_init()

タイマRJ0初期設定処理

timer_rj0_init()

asm(“FSET I”)

タイマRJ0初期設定処理(パルス出力モード)

割り込み許可
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4.3 システムクロック設定処理

•フローチャート

•レジスタ設定

(1) CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、FRA2、FRC1レジスタへの書き込みを許可します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × × × 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、

FRA2、FRC1レジスタへの書き込み許可

1：書き込み許可

R/W

prc0 ← 1

cm05 ← 0

システム制御レジスタプロテクト解除

mcu_init()

cm1 ← cm1 & 0x3f

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト

XINクロック発振

CPUクロック分周なし

cm14 ← 0 低速オンチップオシレータ発振開始

cm13 ← 1 XIN-XOUT端子選択

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

return

ocd2 ← 0 ：システムクロック XINクロック選択

(1)

(2)

(3)

(4)

(6)

(7)

(8)

(9)

cm07 ← 0 XINクロック選択

(10)

繰り返し
(i <= 2040)

i++ 発振安定待ち(5)



R8C/LA8Aグループ タイマRJ(パルス出力モード )

R01AN0107JJ0100 Rev.1.00 Page 7 of 14
2010.12.28

(2) 低速オンチップオシレータを発振させます。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(3) XIN-XOUT端子を選択します。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(4) XINクロックを発振させます。

システムクロック制御レジスタ0 (CM0)

(5) 発振安定待ちを行います。

(6) XINクロックを選択します。

システムクロック制御レジスタ0 (CM0)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 CM14 低速オンチップオシレータ発振停止

ビット
0：低速オンチップオシレータ発振 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 1 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 CM13 ポート /XIN-XOUT切り替えビット 1：XIN-XOUT端子 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × × × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 CM05 XINクロック (XIN-XOUT)停止ビット 0：発振 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × × × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 CM07 システムクロック選択ビット 0：XINクロック、またはオンチップオシレータクロック R/W
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(7) システムクロックをXINクロックに選択します。

発振停止検出レジスタ (OCD)

(8) CPUクロック分周比選択ビット1を設定します。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(9) CPUクロック分周比選択ビット0を設定します。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(10) CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、FRA2、FRC1レジスタへの書き込みを禁止します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × 0 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 OCD2 システムクロック選択ビット 0：XINクロック選択 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 － × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 CM16 CPUクロック分周比選択

ビット1

b7 b6

 0 0：分周なしモード
R/W

b7 CM17 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × × × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 CM06 CPUクロック分周比選択ビット0 0：CM1レジスタのCM16、CM17ビット有効 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × × × 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 CM0、CM1、CM3、OCD、FRA0、FRC0、

FRA2、FRC1レジスタへの書き込み許可

0：書き込み禁止

R/W
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4.4 タイマRJ0初期設定処理

•フローチャート

tstart_trj0cr ← 0

trj0ic ← 0x00

timer_rj0_init()

タイマRJ0カウント停止

タイマRJ0割り込み禁止

“H”からTRJ0IO出力開始

trjsr ← 0x01 TRJ0IO端子をP6_2に割り当てる

trj0mr ← 0x01 パルス出力モード

(7)

(1)

(2)

(3)

(6)

(8)

tcstf_trj0cr = 0 ?
≠0 (カウント中)

=0 (カウント停止)

trj0 ← 20000 - 1

(5)

タイマRJ0カウントソース : f1

カウントソース供給

tstart_trj0cr ← 1 タイマRJ0カウント開始

(9)

return

1ms = 1/20MHz×20000

trj0cr ← 0x00 有効エッジ判定フラグのクリア

アンダフローフラグのクリア

(4)

trj0ic ← 0x00 タイマRJ0割り込み要求ビットクリア

(11)

(13)

(12)

msttrj0 ← 0 タイマRJ0をアクティブに設定

≠0 (割り込み要求あり)

=0 (割り込み要求なし)

trj0cr ← 0x01 TEDGFビットを“0”にする

tcstf_trj0cr = 0 ?

≠0 (カウント中)

=0 (カウント停止)

(14)

ir_trj0ic = 0 ? カウント開始後に初めて発生する
タイマRJ0 、のアンダフロー信号で 
TEDGFビットが“1”になる場 。合があります 

trj0ioc ← 0x04

TRJ0O出力を許可(TRJ0IO出力の反転を出力)

TRJ0IO ：出力制御 TRJ0IO出力

(10)
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•レジスタ設定

(1) タイマRJ端子選択レジスタを設定します。

タイマRJ端子選択レジスタ (TRJSR)

(2) タイマRJ0割り込みを禁止します。

割り込み制御レジスタ (TRJ0IC)

(3) タイマRJ0をアクティブに設定します。

モジュールスタンバイ制御レジスタ1(MSTCR1)

(4) タイマRJ0のカウントを停止します。

タイマRJ0制御レジスタ (TRJ0CR)

(5) タイマRJ0のカウントが停止するまで待ちます。

タイマRJ0制御レジスタ (TRJ0CR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － × × － － 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 TRJ0IOSEL0 TRJ0IO端子選択ビット b1 b0

0 1：P6_2に割り当てる
R/W

b1 TRJ0IOSEL1 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 ILVL0 割り込み優先レベル選択ビット b2 b1 b0

 0 0 0：レベル0 (割り込み禁止 )
R/W

b1 ILVL1 R/W
b2 ILVL2 R/W
b3 IR 割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － × × 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 MSTTRJ0 タイマRJ0スタンバイビット 0：アクティブ R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 TSTART タイマRJ0カウント開始ビット 0：カウント停止 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 TCSTF タイマRJ0カウントステータスフラグ 0：カウント停止

1：カウント中

R
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(6) タイマRJ0制御レジスタを設定します。

タイマRJ0制御レジスタ (TRJ0CR)

(7) タイマRJ0 I/O制御レジスタを設定します。

タイマRJ0 I/O制御レジスタ (TRJ0IOC)

(8) タイマRJ0モードレジスタを設定します。

タイマRJ0モードレジスタ (TRJ0MR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － 0 0 －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 TEDGF 有効エッジ判定フラグ 0：有効エッジなし R/W
b5 TUNDF タイマRJ0アンダフローフラグ 0：アンダフローなし R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 － 1 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 TEDGSEL TRJ0IO極性切り替えビット 0：“H”からTRJ0IO出力開始 R/W
b1 TOPCR TRJ0IO出力制御ビット 0：TRJ0IO出力 R/W
b2 TOENA TRJ0O出力許可ビット 1：TRJ0O出力を許可

(TRJ0IO出力の反転を各ポートから出力)
R/W

b4 TIPF0 TRJ0IO入力フィルタ選択ビット パルス出力モードでは “0”にしてください R/W
b5 TIPF1 R/W
b6 TIOGT0 TRJ0IOイベント入力制御ビット R/W
b7 TIOGT1 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 0 × 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 TMOD0 タイマRJ0動作モード選択ビット b2 b1 b0

 0 0 1：パルス出力モード
R/W

b1 TMOD1 R/W
b2 TMOD2 R/W
b4 TCK0 タイマRJ0カウントソース選択ビット b6 b5 b4

 0 0 0：f1
R/W

b5 TCK1 R/W
b6 TCK2 R/W
b7 TCKCUT タイマRJ0カウントソース遮断ビット 0：カウントソース供給 R/W
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(9) タイマRJ0レジスタに“20000-1”(4E1Fh)を設定します。

タイマRJ0レジスタ (TRJ0)

(10) タイマRJ0割り込み要求ビットをクリアします。

割り込み制御レジスタ (TRJ0IC)

(11) タイマRJ0のカウントを開始します。

タイマRJ0制御レジスタ (TRJ0CR)

(12) タイマRJ0のカウントが開始するまで待ちます。

タイマRJ0制御レジスタ (TRJ0CR)

(13) 最初のタイマRJ0アンダフロー信号の発生を待ちます。

割り込み制御レジスタ (TRJ0IC)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 0 1 1 1 1 1

ビット b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8
設定値 0 1 0 0 1 1 1 0

ビット モード 機能 設定範囲 R/W
b15～b0 パルス出力モード 内部カウントソースをカウント 0000h～FFFFh R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 IR 割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 TSTART タイマRJ0カウント開始ビット 1：カウント開始 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 TCSTF タイマRJ0カウントステータスフラグ 0：カウント停止

1：カウント中

R

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 IR 割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/W
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(14) TEDGFビットを“0”に設定します。

タイマRJ0制御レジスタ (TRJ0CR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － 0 －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 TEDGF 有効エッジ判定フラグ 0：有効エッジなし R/W
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5. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

6. 参考ドキュメント
R8C/LA8Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.01
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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